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報道関係者各位 

2022 年 11 月吉日 

アメリカ大豆輸出協会 

 

コロナ禍を乗り越えて 

「米国大豆バイヤーズ・アウトルック会議 2022」を東京で開催 

アメリカ大豆の収穫状況や品質、世界の需給動向サステナビリティ対応などを解説 

Sharing U.S. soybean harvest situations and quality, global supply & demand trends sustainability efforts, etc. 

 

 

アメリカ大豆輸出協会（USSEC、本部：米国ミズーリ州チェスタフィールド市、日本事務所：

東京都港区虎の門）は、2022 年 11 月 15 日(火)、今秋収穫した 2022/23 年度の米国産大豆の作

柄や品質などを需要家に向けて報告するカンファレンス「米国大豆バイヤーズ・アウトルック会

議」をホテルニューオータニ東京（千代田区・紀尾井町）で開催しました。コロナ禍の影響で、

この２年間は、オンラインでの開催が続いていましたが、今年は米国から大豆生産者、アメリカ

大豆関連団体関係者、専門家も来日し、日本、アジアの需要家、商社・流通関係者、報道機関な

どと直接対面し、約 190 名が参加しました。 

 本カンファレンスは、一般大豆（commodity）、および食品大豆（food grade soybeans）の

それぞれについて、「2２年産の大豆の品質」「米国大豆の最新情報」「世界の大豆の需給動向」、

「サステナビリティ」について報告しました。米国から来日して登壇した生産農家からは、アメ

リカ大豆は、ＩＣＴを活用した効率的な精密農業、不耕起栽培などサステナビリティに配慮した

農法により生産されており、日本・アジア向けの大豆の多くが SSAP 認証を受けて輸出されてい

ることが紹介されました。 

2２年産の大豆の品質については、当初、旱魃の影響が懸念されたものの、収量や品質に大き

な変化はなかったこと、また、近年、世界的に需要がひっ迫し、高騰している原料大豆の価格

は、今後も強含みで推移するものの、アメリカ大豆は、十分な備蓄を持たない他の生産国と比べ

ると、供給の安定性においてユニークで強固なポジションを確立しているとの専門家の評価が紹

介されました。 

また、USSEC オイル・食品担当ディレクターのウィル・マクネアからは、アメリカ大豆（食品

大豆）の品種データベースが実用段階に入ったことが紹介され、日本の大豆食品のメーカーから

大きな関心を集めました。北東アジア地域ディレクターのロズ・リークからは、SSAP認証の進捗

状況について、SSAP認証付きの大豆の出荷は順調に伸びており、日本を含む北東アジア向けで

は、92％に達したこと、SSAPマークの付いた商品も世界的には916品目に拡大し、中でも日本市

場が、18社350製品と最も先行していることが報告されました。USSECでは、今後もサステナビリ

ティに関する戦略に継続的に取り組んでいくことが確認されました。 
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日   時：  2022 年 11 月 15 日（水） 13：30～17：00（日本時間） 
 
会  場： ホテルニューオータニ東京 鳳凰の間 
 
主  催： アメリカ大豆輸出協会（USSEC） 
 
参加者数：  190 人 
 
【プログラム内容】 

 

講演の発表資料は、本イベントの告知ページにアップされており、以下よりダウンロードするこ

とができます 

https://ussoybean.jp/outlook2022/ 

USSEC　市場アクセス＆戦略エグゼクティブ・ディレクター、北東アジア地域ディレクター　ロズ・リーク

在日米国大使館　農務担当公使　モーガン・パーキンス氏
農林水産省　大臣官房新事業・食品産業部

食品製造課　豆類加工品・漬物係⾧ 石黒　梓 氏

アメリカ大豆の現況 米国大豆生産者（一般大豆）

～生産、生育状況、22年の作付け動向～ ロバート・ペッター氏

アメリカ産Non-GMO大豆の最新動向 米国大豆生産者（食品大豆）

～Non-GMO大豆の取組み～ ビル・ベイリス氏

質疑応答

プロエクスポートネットワーク社⾧

マーティ・ルイッカ氏

質疑応答

15:10～15:20 アメリカ大豆輸出業者紹介 USSEC　メンバー

coffee break

2022年度産アメリカ大豆の品質 ミネソタ大学

一般大豆とNon-GMOの新穀大豆 准教授　セス・ネイブ氏

質疑応答

アメリカのNon-GMOレポートと食品大豆 USSEC　オイル・食品担当ディレクター兼北東アジア

品種データベースについてのアップデート 副代表　ウィル・マクネア

アメリカ大豆のサステナビリティについて USSEC　市場アクセス＆兼戦略エグゼクティブ・ディレクター、

北東アジア地域ディレクター　ロズ・リーク

質疑応答

プログラム（一般大豆/食品大豆）

13:30（開会）

13:35～13:50

13:50～14:05

開会挨拶

日本の最新大豆需要動向

17:00（終了）
閉会の辞

米国大豆生産者　ロバート・ベッター氏

14:05～14:30

14:30～15:10

15:35～16:15

16:30～16:55

グローバルな大豆概況2022-2023

16:15～16:30
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米国大豆バイヤーズ・アウトルック会議2022 開催風景 

 

・在日米国大使館 農務担当公使 モーガンパーキンス氏（写真左） 

・USSEC 市場アクセス＆戦略エグゼクティブ・ディレクター、北東アジア地域ディレクター  

ロズ・リーク（写真右） 
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農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部 

食品製造課 豆類加工品・漬物係長 石黒 梓 氏  

 

米国大豆生産者 ロバート・ペッター氏（写真左）、ビル・ベイリス氏（写真右） 
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・プロエクスポートネットワーク社長 マーティー・ルイッカ氏（写真左） 

・ミネソタ大学 准教授 セス・ネイブ氏（写真右） 

 

＜アメリカ大豆輸出協会について＞ 

 

アメリカ大豆輸出協会 (USSEC) は大豆生産者、関連団体、政府機関とのパートナーシップを

通じ、世界 90 ヶ国以上でアメリカ大豆と大豆製品の市場拡大や輸出プロモーションをおこなっ

ているダイナミックなマーケティング機関です。日本事務所 (港区) は初の海外オフィスとして

1956 年に設立され、今年で 66 周年目を迎えます。現在オフィスは日本、韓国の北東アジア地域

の管轄内にあり、各国と連携しながらローカルかつグローバルな活動を目指しています。情報提

供、海外視察、コンファレンス開催や業界とのコラボイベントなどを通じ米国大豆の利用の最大

化および大豆製品の価値向上を目的とした施策の立案・実行を行っています。近年はサステナビ

リティに関する情報発信に力を入れています。 

 
＜本件に関するお問い合わせ＞ 
 
「米国大豆バイヤーズ・アウトルック会議」広報事務局 

 日経 BP 総研内（担当：加藤） 

 TEL：03-6811-8845 E-mail：ykatou＠nikkeibp.co.jp 
Mobile phone：090-4072-2840 
アメリカ大豆輸出協会（担当：立石） 

 TEL：03-6205-4971 E-mail：MTateishi＠ct.ussec.org 

 


